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【手続補正書】
【提出日】平成28年4月14日(2016.4.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　月経前症候群（ＰＭＳ）及び月経前不快気分障害（ＰＭＤＤ）に付随する症状を緩和す
るのに使用される医薬／栄養組成物であって、前記医薬／栄養組成物は、
　(a)第１の活性成分として、全有効組成のうち、少なくとも２％（ｗ／ｗ）のホスファ
チジン酸又はその塩、及び
　(b)第２の活性成分として、適当量の、生物が利用可能な形状の少なくとも１種類のマ
グネシウムを含有する、
ことを特徴とする、前記医薬／栄養組成物。
【請求項２】
　前記生物が利用可能な形状の少なくとも１種類のマグネシウムは、酸化マグネシウム、
クエン酸マグネシウム、水酸化マグネシウム及びステアリン酸マグネシウムからなる群か
ら選択される、
ことを特徴とする請求項１記載の医薬／栄養組成物。
【請求項３】
　前記生物が利用可能な形状の少なくとも１種類のマグネシウムはホスファチジン酸のマ
グネシウム塩である、
ことを特徴とする請求項１記載の医薬／栄養組成物。
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【請求項４】
　(c)医薬品用賦形剤を更に含有する、
ことを特徴とする請求項１記載の医薬／栄養組成物。
【請求項５】
　(c)栄養品用賦形剤を更に含有する、
ことを特徴とする請求項１記載の医薬／栄養組成物。
【請求項６】
　前記全有効組成物は複数パート療法で投与される、
ことを特徴とする請求項１記載の医薬／栄養組成物。
【請求項７】
　前記全有効組成物は、経口送達及び静脈注射送達からなる群から選択される少なくとも
１種類の送達方法により投与される、
ことを特徴とする請求項１記載の医薬／栄養組成物。
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